
13.4 89.3％

指標の説明

15

H19目標 H19実績単位 達成率%

050102 温暖化対策啓発
事業

温暖化防止啓発事業
参加者数

参加者/対象者

成果指標名事務事業名

状況変
わらず

平成18年度

将来目標

⑥
評
価
（

課
題
及
び
目
標
、

方
向
性
）

状況変
わらず

70 80.6 115.1

まちづくり
の目標

2)施策の具体的な内容及び実施方法

①
総
合
計
画

※「H20実施計画事業費
合計」は、当該計画に
主要な事業と位置づけ
られた事務事業につい
て、各施策、各中柱で
それぞれ合計した事業
費です。

千円

現在の進捗状況

予定
以上

予定
以上

31,119,607

平成17年度

行政内部の横断的に取り組みを進めるため、庁内組織の積極的な活用を図
る。

％

課題の
解決

化石エネルギー以外のエネルギー利用を促進する。
課題の
解決

市民生活の少エネ行動の推進に向け市民自らが取り組んで行くことが重要
であり市民、事業者、行政との協働で取り組んでいく。

課題の
解決

団体数
(人)

25
(278)

18
(245)

050104 環境学習講座実
施・支援事業

出前講座の満足度

人

環境を守るために勉強したり
行動しようと思った人の割合

悪化
傾向

悪化
傾向

順調に
推移

悪化
傾向

2,714 2,858

予定
以上

2)平成20年度における目標設定

悪化
傾向

予定
以上

悪化
傾向

平成20年度末
基本計画の検証、市民意識の把握と分析、課題の抽出と方
向性の検討

状況変
わらず

状況変
わらず

順調に
推移

予定
以上

目標値

温室効果ガス排出量
（市の公共施設から発生するもの。CO2換算）

こどもエコクラブ会員登録数

Kg-CO2 29,575,663

要望者数 要望率

29.1

達成率

⑤平成19年度中に取り組んだ改革・改善点や、新たに実施した事業等、特徴的な取り組み

年度

実績値

達成率

目標値

管財課、環境総務課、環境対策課、生活環境課、東西クリーンセンター、建築指導課、消防本部総務課
実績値

千円

千円

単位

242

5)施策に対する市民ニーズ

6)施策に係る基礎数値

人

実
施
計
画
事
業
費
合
計

1 地球にやさしいまちづくりの推進

環境との共生 千円

11,251 千円

4,522 千円

千円

3 環境施策への参加と協働の推進

実績値

100.0

順調に
推移

H20

79.2

H21

58.3 68.8

時期（いつまで）

課題の
解決

状況変
わらず

H18

16

47.5 62.7

目標値

実績値

H19 H22基準値

89.6
年度

58.3 68.8 100.0

37.5

指標名 説明 単位

計画に掲げる指標項
目の達成率

年度末時点での指標項目
達成率

％

％

【5年後の目標】環
境基本計画に掲げた
目標の達成率

環境施策の進捗状況を示
す指標

％

1

％ 81.4% 91,1%達成率

実績値の
拡大を目指す1
縮小を目指す2

79.2
16

47.5 62,7実績値

37.5 81.4% 91,1%

目標値 89.6 100.0

実績値の
拡大を目指す1
縮小を目指す2

1

年度

実績値

課題の
解決

順調に
推移

平成22年度

評価日 平成20年8月5日 記入者職氏名 　　　環境クリーン部次長　　　内野　勇

3)今後の方向性（事務事業の重点化・効率化、実施手段の見直し、他施策との連携、市民との協働　など）

平成23年度から施行をする第2期環境基本計画の策定のため現行の基本計画の検証、市民意識調査の把握と分析、課題の抽出な
どの基礎調査を実施し策定作業に必要な基礎資料を作成する。
平成22年度までに掲げた環境基本計画の目標達成に向け、各部門との連携を図りながら効果的な環境マネジメントシステムの運
用を継続し進めていく。
・地球温暖化対策については、様々な主体の一層の理解と積極的行動が重要であるため、市民、事業者等にへの「エコ・モビリ
テーの日」等の啓発事業や小中学校等での環境学習を引き続き実施することで、市民、事業者のライフスタイルの転換を図って
いく。　　　　　　　　　　　　　　・政策マネージャー幹事会等を通じた積極的な意見・情報交換により、「地域から地球温
暖化対策の促進」に向け庁内関係各課と連携し効果的な事業の推進を継続的に図っていく。

温暖化対策を市民や事業者に呼びかけ市民生活から排出さ
れる温暖化効果ガス削減を抑える。

平成１６年度を基準として3,6％削減

環境学習講座参加者数

15,773

施策に関係
する所属

項目名

○1-2公園・緑地　○1-3住宅環境　○1-4廃棄物・リサイクル　○1-5環境保全　○4-2学校教育　○5-1農業

3)分野別計画、指針

4)関連・類似施策

1)基本方針及び施策の目的

H
20

平成 20 年度施策評価表

1

章 緑豊かな　ゆとり・うるおいのあるまち（都市環境の保全・創出）1

節

将来目標
年度

22

目標値

年度

22

目標値

100.0

年度

目標値

％

％

目標値

実績値 実績値

達成率

年度

年度

8
(152)

2,510

今期目標項目（何を） 達成水準（どこまで）

第２期環境基本計画の策定作業に必要な基礎資料を作成す
る。

30,144,810

③
優
先
的
に
取
り
組
む
事
業

1)平成19年度評価により明らかとなった課題、及び新たに認識された課題

○参加と協働により地球環境の保全と省エネルギー・省資源につとめ、持続的な発展が可能なまちをめざす。
○人と環境との共生をはかりながら、安全で快適に暮らせるまちづくりを進める。
○良好な都市景観や美しい街並みの形成に取り組む。

○地球にやさしいまちづくりの推進　「環境基本条例」「環境基本計画」などに基づく環境施策を推進し、循環型社会の構築や
市民を主体とした環境保全活動などに取り組む。　○魅力ある都市環境の整備　地域の特性を生かした美しい街並みの形成に取
り組むとともに、全ての市民が安全・快適に暮らせるようバリアフリー化に取り組む。　○環境施策への参加と協働の推進
「環境基本計画」の周知や学習機会の提供などを行い、市民・団体・事業者とのパートナーシップによる環境保全を進める。ま
た、ISO14001の仕組みにより行政分野での環境負荷の低減、問題解決に取り組む。

○所沢市環境基本計画　○所沢市地域省エネルギービジョン　○所沢市地球温暖化対策実行計画　○エコ･モビリティのすすめ
○所沢市景観形成基本計画

平成19年度

※「優先的に取り組む事業」とは、第４次所沢市総合計画・実施計画において、特に優先的に資源配分を行うとしたAランク事
業のことです。H19年度でのAランク事業は、全体として67事業です。なお、この欄には、これらAランク事業の中で、「①総合
計画－中柱」に位置づけられたものが記入されます。

④
５
年
後
の
目
標
／
成
果
指
標

実績値の
拡大を目指す1
縮小を目指す2

実績値の
拡大を目指す1
縮小を目指す2

順調に
推移

％
3

位
17

②
施
策
の
概
要

交通運輸部門の温暖化対策を推進することを目的として、トラベル・フィートバック・プログラム（TFP)を中新井、並木、中富南、
地区を対象に実施した。これは、マップや啓発冊子をみながらアンケートに取り組むことで、自らの行動を振り返りながら、マイ
カーの利用を控える行動プランを作成し、徒歩、自転車、バス利用などのライフスタイルの転換を促した。

831 43 5

『平成19年度所沢市市民意識調査』（20歳以上の男女、無作為抽出
による2000人を対象とし、平成19年11月に実施。831人より回収。）
における、全43施策についての市民要望の確認（複数回答可）の結
果です。

位

全施策中順位 分野中順位

施策
(大柱)

中柱


